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問1 5世紀の大和政権は、朝鮮半島から得た鉄資源をどのように活用して国内の支配を広げたとされていますか。当時の状況を説明
したものとして最も適切なものを選んでください。 （2019年　群馬県公立入試　類似）

1.  鉄製の武器や鎧を量産して軍事
力を高め、関東から九州にかけて
の広範囲な地域の豪族を支配下に
置いた。

2.  鉄製の鏡や装飾品を大量に作
り、それらを各地の豪族に配るこ
とで宗教的な権威を認めさせた。

3.  鉄製の貨幣を鋳造して全国に流
通させ、租・庸・調の税制を確立
することで経済的に支配した。

4.  鉄製の大型船を建造して中国の
唐と直接貿易を行い、最新の法制
度を取り入れることで中央集権化
を進めた。

問2 古墳時代のヤマト政権における、大王と豪族の関係性や政治の仕組みについて述べたものとして、正しいものはどれですか。
（2026年　和歌山公立入試　類似）

1.  大王は、有力な豪族たちと連合
し、彼らを従えることで政権を運
営した。

2.  大王はすべての豪族を武力で排
除し、対等な関係を持つ勢力が存
在しない独裁体制を築いた。

3.  大王は中国の皇帝から派遣され
た官僚であり、豪族の意見を聞か
ずに政治を行った。

4.  大王は宗教的な権威のみを持
ち、実際の政治や軍事の権限はす
べて豪族が握っていた。

問3 世界の歴史において、7世紀初頭にムハンマドがイスラム教を創始した時期、日本において行われていた政治体制や社会状況と
して正しいものはどれですか。 （2022年　茨城県公立入試　類似）

1.  北九州の「倭の奴国の王」が、
後漢の皇帝から金印を授かってい
た。

2.  平城京が建設され、律令に基づ
いた中央集権的な国家体制が整備
されていた。

3.  大王を中心として近畿地方の豪
族で構成された大和政権による統
治が行われていた。

4.  卑弥呼が「親魏倭王」の称号を
授かり、邪馬台国が30余りの国を
従えていた。

問4 大仙陵古墳（仁徳天皇陵古墳）のような巨大な古墳が築かれた背景や、その特徴について述べた文として、正しいものはどれ
ですか。 （2020年　東京都公立入試　類似）

1.  墳丘の周囲には三重の堀が巡ら
されており、王の強大な権力を誇
示する目的があったと考えられ
る。

2.  古墳の表面には、仏教の影響を
受けた装飾として、寺院から伝わ
った瓦が並べられていた。

3.  死者を弔うために、土で人や動
物の形を作って焼き上げた土偶が
墳丘の周囲に並べられた。

4.  古墳の形状は、日本独自の形式
である円墳が採用され、大陸の影
響を一切排除して造られた。

問5 古墳時代に、大山古墳（仁徳天皇陵）のような巨大な前方後円墳が築造された歴史的な背景や目的として、最も適切な説明は
どれですか。 （2023年　神奈川県公立入試　類似）

1.  大和政権（ヤマト王権）の王
が、自らの強大な権威や動員でき
る労働力の大きさを各地の豪族に
誇示するため。

2.  大陸から伝来した仏教の教えに
基づき、故人を盛大に供養するこ
とで国家の安寧を祈願するため。

3.  大規模な稲作の普及により余っ
た土地を、洪水から守るための避
難場所として整備するため。

4.  海外からの侵略を監視し、防衛
するための軍事的な物見櫓や要塞
として機能させるため。

問6 渡来人が日本列島にもたらした技術や文化のうち、当時のヤマト政権（大和朝廷）が組織を運営し、他国との交渉を行う上
で、特に記録や伝達の手段として不可欠となったものはどれか。 （2017年　徳島公立入試　類似）

1.  漢字 2.  仏教 3.  須恵器の製作技術 4.  機織りの技術

問7 5世紀頃、近畿地方を中心とする大和政権（ヤマト王権）の支配が各地に広がっていったことを示す資料として、大阪府にある
大山古墳（仁徳天皇陵）のような巨大な前方後円墳が築かれました。こうした時期に、地方の有力者の墓から出土したもの
で、大和政権の王の名称が刻まれていたとされる遺物はどれですか。 （2017年　愛知公立入試　類似）

1.  漢の皇帝から授けられたとされ
る金印

2.  王の名称が刻まれた鉄剣や鉄刀 3.  近畿地方で多く見つかっている
銅鐸

4.  装飾が施された石包丁

問8 大阪府堺市に位置する大仙古墳（仁徳天皇陵古墳）が属しており、周辺の古墳とともに2019年に世界文化遺産に登録された古
墳群の名称として正しいものはどれか。 （2020年　三重公立入試　類似）

1.  吉野ヶ里遺跡群 2.  三内丸山遺跡群 3.  百舌鳥・古市古墳群 4.  登呂遺跡群

問9 日本最大級の規模を誇る前方後円墳である大仙古墳（大山古墳）が位置する場所として正しいものはどれですか。日本全国を
いくつかの地域に分けた際、現在の大阪府堺市が含まれる地方の名称を選択しなさい。 （2024年　茨城県公立入試　類似）

1.  東北地方 2.  関東地方 3.  近畿地方 4.  九州地方
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
鉄製の武器や鎧を量産して軍事力を高
め、関東から九州にかけての広範囲な地
域の豪族を支配下に置いた。

5世紀の歴史年表や出土品からは、大和政権が朝鮮半島から得た鉄を利用して武力を強化し、その
力を背景に関東や九州の豪族を従えていった過程が読み取れます。武人の埴輪が鎧をまとった姿で
製作されていることも、武力による支配体制が整えられていたことを裏付けています。

問2 答え 1
大王は、有力な豪族たちと連合し、彼ら
を従えることで政権を運営した。

ヤマト政権は当初、奈良盆地などの有力な勢力が結びついた「連合政権」としての性格が強いもの
でした。大王は、各地の豪族に「氏（うじ）」や「姓（かばね）」という地位を与える氏姓制度な
どを通じて、彼らを組織的に従えながら統治を進めていきました。

問3 答え 3
大王を中心として近畿地方の豪族で構成
された大和政権による統治が行われてい
た。

7世紀初頭の日本は、聖徳太子（厩戸王）が推古天皇を助けて政治を行っていた時期にあたり、政
治組織としては大和政権の段階にあります。同時期の世界では中東でイスラム教が誕生していま
す。他の選択肢について、金印の授与は1世紀、邪馬台国の女王である卑弥呼の活躍は3世紀、平城
京への遷都は8世紀（710年）であり、それぞれの時期が異なります。

問4 答え 1
墳丘の周囲には三重の堀が巡らされてお
り、王の強大な権力を誇示する目的があ
ったと考えられる。

古墳時代中期に造られた大仙陵古墳は、鍵穴のような形をした日本独自の「前方後円墳」であり、
周囲には三重の堀が巡らされています。このような大規模な土木工事を伴う古墳の建設は、当時の
大和政権の王が、膨大な労働力を動員できるほどの強い権力を持っていたことを視覚的に示す役割
がありました。なお、古墳に並べられたのは埴輪であり、縄文時代の土偶とは区別されます。

問5 答え 1
大和政権（ヤマト王権）の王が、自らの
強大な権威や動員できる労働力の大きさ
を各地の豪族に誇示するため。

古墳時代において、巨大な前方後円墳を築くには膨大な年月と膨大な人数の労働力が必要でした。
このような大規模な土木工事を行うことができた事実は、その被葬者が広範囲に及ぶ支配権と財力
を持っていたことを象徴しています。また、前方後円墳という特定の形式が日本各地に広がったこ
とは、大和政権（ヤマト王権）を中心とした政治的な連合や身分秩序が各地の豪族との間に形成さ
れていたことを示しています。

問6 答え 1
漢字

文字を持たなかった当時の日本において、渡来人がもたらした漢字は極めて重要な役割を担いまし
た。ヤマト政権は、渡来人の子孫たちを「史（ふひと）」などの役職に就け、朝廷の記録作成や、
中国・朝鮮半島の諸国との外交文書の作成に当たらせました。これにより、組織的な統治や国際的
な交渉が可能になりました。

問7 答え 2
王の名称が刻まれた鉄剣や鉄刀

5世紀の大和政権の王（大王）は、支配下に入った地方の有力者に対して、その地位を認める証と
して名前を刻んだ刀剣などを与えました。埼玉県（稲荷山古墳）や熊本県（江田船山古墳）といっ
た遠く離れた地域の有力者の墓から、同じ王の名が刻まれた遺物が見つかっていることは、政権の
勢力が関東から九州まで及んでいたことを裏付ける重要な証拠となっています。

問8 答え 3
百舌鳥・古市古墳群

大仙古墳は、大阪府堺市の「百舌鳥（もず）古墳群」を代表する古墳です。隣接する羽曳野市・藤
井寺市の「古市（ふるいち）古墳群」とともに、古代日本の国家形成過程や階層社会を象徴する物
証として評価され、「百舌鳥・古市古墳群 ―古代日本の墳墓群―」として世界文化遺産に登録され
ました。

問9 答え 3
近畿地方

5世紀頃、現在の大阪府や奈良県などを含む近畿地方を中心に、巨大な前方後円墳が数多く造られ
ました。大仙古墳は、当時の大和政権（ヤマト王権）の首長である大王の権力を象徴するものであ
り、現在の大阪府堺市に位置しています。


